
1992年　平成4 年
5/5あだち広報
第950 号

●発行/ 足立区　〒120 足立区千住1・4・18　03( 3882) 1111㈹　編集/ 企画部広報課　毎月1日、5日、15日、25日発行

地球に
やさしいこ

と

してますか

区
民
の
皆
さ
ん
の
く
ら
し
に
密
接
な
関
わ
り
を
持
つ
区
政
。
こ
の
区
政
を
よ
り
良
い

も
の
と
す
る
た
め
、区
で
は
毎
年
世
論
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
調
査
を
通
じ
て
、

区
民
の
皆
さ
ん
の
考
え
、
意
見
、
要
望
を
的
確
に
把
握
し
、
よ
り
良
い
足
立
を
実
現
す

る
た
め
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。
今
回
の
調
査
は
、「
地
球
環
境
問
題
」「
生
涯
学
習
」

「
広
報
活
動
」「
定
住
性
」「
区
政
へ
の
要
望
」
の
5
項
目
に
つ
い
て
行
い
ま
し
た
。
こ

の
う
ち
「
地
球
環
境
問
題
」
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地
球
環
境
問
題

環
境
問
題
は
、
地
域
的
な
問

題
か
ら
近
年
、
地
球
規
模
で
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
の
世
論
調
査
で

は
、
区
民
の
皆
さ
ん
が
「
地
球

環
境
問
題
」
に
つ
い
て
ど
う
お

考
え
か
9
項
目
に
わ
た
り
お
尋

ね
し
ま
し
た
。

環
境
保
全
派

…
……
3
5
%

ゴ
ミ
問
題
な
ど
8
つ
の
環
境

問
題
の
心
配
度
を
尋
ね
た
と
こ

ろ

、「
ゴ
ミ
の
増
加

」
5
7
%
、「
地

球
の
温
暖
化
・
オ
ゾ
ン
屆
の
破

壊

」
5
6
%
、「
有
害
物
質
な
ど
に

よ
る
環
壊
汚
染
」
5
4
%
と
半
数

以
上
の
人
が

矢

変
心
配
昊

と
答
え
て
い
ま
す

。

こ
れ
ら
の
環
境
問
題
に
直
面

し
た
と
き

、
3
5
%
の
人
が
「
地

球
環
境
を
守
る

」こ
と
が
、「
生

活
の
便
利
さ
や
経
済
の
発
展

」

に
優
先
す
る
と
し
て
い
ま
す

。

逆
に
ぺ
生
活
の
便
利
さ
」を

優
先
す
る
人
は
4
%

と
少
な

く
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
地
球
環

境
保
全
へ
の
意
識
の
高
さ
が
う

か
が
え
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の

努
力
が
大
切

…
……
8
6
%

地
域
環
境
を
守
る
た
め
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
努
力
す
る

こ
と
は
ど
の
程
度
効
果
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か

。

こ
の
問
い
に
は
、「
大
い
に
期

待
で
き
る

」
5
4
%
、「
少
し
期
待

で
き
る

」
3
2
%
と
、
合
わ
せ
て
8

割
以
上
の
人
が
期
待
で
き
る

と
し
て
い
ま
す

。

で
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
実
践
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か

。「
家
庭
排
水

に
気
を
つ
け
る

」
が
7
6
%
と
最

も
多
く

、
次
い
で

「
廃
品
回
収

や
不
用
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

に
参
加
す
る

」
4
8气

「
使
い
捨

て
製
品
は
で
き
る
だ
け
使
用
し

活
動
に
参
加
す
る
」
3
0
%と
答

な
い
」
4
6
%と
な
っ
て
い
ま
す
。
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
優
で
き
そ
う
な
こ

な
か
で
も
、「
エ
コ
マ
ー
ク
商

と
と
し
て
は
、「
無
駄
な
包
装
は

品
・
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
を
使
用

し
な
い
」
3
4
%、「
エ
コ
マ
ー
ク

す
る
」
は
、
現
在
し
て
い
る
人

商
品
や
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
を
使
(
1
6
%
)
を
大
幅
に
上
回
っ
て

用
す
る
」
3
3
%、「
リ
サ
イ
ク
ル

い
ま
す
。

地球環境に対する基本態度

調
査
方
法

無
作
為
抽
出

に
よ
り
区
内
在
住
の
2
0
　

歳
以
上
8
0歳
未
満
の
男

女
2
千
人
を
ブ
ロ
ッ
ク

別
に
選
び
、
専
門
調
査

員
が
個
別
面
接
で
調
査

調
査
期
間

平
成
3
年
1
0
　

月
1
8日
I
H
月
5
日

回
収
率
7
7
・
2
%

区
の
役
割
は
情
報
提
供
…
…
4
0
%

区
の
地
球
環
境
保
全
へ
の
対

応
に
つ
い
て
は
、「
住
民
向
け
に

わ
か
り
や
す
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
発
行
す
る
な
ど
の

情
報
提

供
」
4
0
%
、「
行
政
自
ら
省
エ
ネ

な
ど
、
環
境
に
影
響
の
少
な
い

行
動
を
と
る
」
3
4
%
、「
リ
サ
イ

ク
ル
の
し
く
み
を
整
備
ず
る
」
3
2
%

と
答
え
て
い
ま
す
。

区
で
は
、
昨
年
か
ら
使
用
済

み
乾
電
池
や
牛
乳
パ
ッ
ク
の
回

収
ポ
ス
ト
を
区
施
設
に
匱
く
な

ど
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
推
進
に
努

め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
球
規
模
の
環
境

問
題
を
視
野
に
入
れ
た
「
地
球

に
や
さ
し
い
行
動
計
画
」
を
現

在
策
定
中
で
す
。

足
立
区
政
に
関
す
る
世
論
調
査
<
1
>

定

住

性
定
住
意
向
は
7
割

。
足
立
区
に
今
後
と
も
住
み

続
け
た
い
と
思
い
ま
す
か
"

と

い
う
問
い
に
、「
引
き
続
き
住
む

つ
も
り
」
と
答
え
た
人
は
6
2
%
。

「
事
情
が
許
せ
ば
住
み
た
い
」
9
%

を
合
わ
せ
、
定
住
派
は
約
7

割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
岑

住
ん
で
い
る
所
に

愛
着
を
感
じ
ま
す
か
"

に
は
、

「
愛
着
を
感
じ
る
」
4
8
%
、
「
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
愛
着
を
感
じ

る
」
3
1
%と
、
約
8
割
の
人
が

愛
哲
區
U

る
と
答
え
て
い
ま

す
。定

住
意
向
も
愛
着
度
も
、
区

内
で
の
居
住
年
数
が
長
く
な
る

ほ
ど
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
住

む
ほ
ど
に
、
足
立
の
良
さ
を
感

じ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
。

区

政

へ

の

要

望

老

人

福
祉

9
年
連
続
1
位

ば
政
へ
の
要
望
"
は
、
重

要
項
目
と
し
て
毎
年
調
査
し
て

い
ま
す
(
左
表
参
照
)
。

要
望
の
第
工
位
は
、
今
年
も

「
老
人
福
祉
」
3
1
%。
9
年
連

続
1
位
で
す
。
5
位
以
降
の
要

望
が
1
0
%以
下
で
あ
る
こ
と
を

考
え
合
わ
せ
る
と
、
老
人
福
祉

へ
の
区
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
の

強
さ
が
良
く
わ
か
り
ま
す
。

昭
和
5
9年
に
2
位
だ
っ
た

下
水
道
の
整
備

は
、
着
実

な
下
水
道
の
普
及
と
と
も
に
順

位
を
下
げ
、
今
回
は
5
位
ま
で

に
入
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

2
位
は
、
昨
年
の
「
交
通
網

の
整
備
」
と
入
れ
か
わ
り
、「
保

健
医
療
の
充
実
」
2
2
%ぺ
老
人

福
祉
」
と
合
わ
せ
、

人
生
8
0
年
時
代
を
健

康
に
過
ご
し
た
い
と

い
う
区
民
の
皆
さ
ん

の
気
持
ち
が
う
か
が

え
ま
す
。

今
回
の
世
論
調
査

の

。
あ
ら
ま
し
"
は
、

本
庁
舎
・
中
央
本
町

庁
舎
の
情
報
公
開
課

で
無
料
配
布
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
詳
し
い
集

計
結
果
を
の
せ
た

。
扁
告
`
尸
は
、
情

報
公
開
課
、
区
内
各

図
書
館
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎

♀

庄
)
・
広
報
課

登
(
3
8
8
2
)
I
　

I
I
I

㈹

区政への要望上位5 位の推移
( 単位: %)

すこやかに たくましく
地域で育つ子どもたち
ジュニアリーダー研修会

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
は
、

地
域
の
子
ど
も
会
や
学
校
等

で
活
躍
す
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
リ
ー
ダ
ー
」
で
す
。

子
ど
も
会
を
は
じ
め
、
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
や
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

等
釁
台
わ
せ
る
と
、
現
在
区

内
で
は
5
0
0近く
の
少
年
育
成

団
体
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
は
、

こ
れ
ら
の
団
体
の
中
で
、
子

ど
も
た
ち
と
育
成
者
天
人
)

と
の
橋
渡
し
と
、
活
動
を
楽

し
く
、
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る

役
割
を
果
た
し
ま
す
。

研
修
会
は
、
4
コ
ー
ス
あ

り
、
段
階
的
に
進
め
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
自
主
的
に
考

え
、
活
動
し
集
団
活
動
の
中

で
指
導
的
な
立
場
と
な
る
リ

-
ダ
ー
を
育
て
て
い
き
ま

す
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

□
A
コ
ー
ス

期
間
5

月
中
句
～
6
月
下

旬

会
場
区
内
小
学
校
2
1
会
場

対
象
小
学
校
5
～
6
年
生

内
容

集
団
ゲ
ー
ム
を
通
し

て
子
ど
も
会
活
動
の
楽
し

さ
を
体
験
し
ま
す

申
込
先

最
寄
り
の
育
成
会

ま
た
は
、
学
校

□
B
コ
ー
ス

期
間
5
月
中
旬
～
1
0
月
中
　

旬
会
場

社
会
教
育
館
5
会
場

対
象
A

コ
ー
ス
修
了
者
、

中
学
生

内
容

キ
ャ
ン
プ
活
動
を
中

心
に
、
集
団
活
動
の
楽
し

さ
を
体
験
し
ま
す

申
込
先
A

コ
ー
ス
と
同
じ

□
C
コ
ー
ス

期
間
5
月
中
旬
～
1
0
月
上
　

旬
会
場

社
会
教
育
館
5
会
場

対
象
B

コ
ー
ス
修
了
者

内
容

野
外
ゲ
ー
ム
、
キ
ャ

ン
プ
活
動
、
集
団
活
動
を

中
心
に
、
リ
ー
ダ
ー
に
必

要
な
知
識
や
技
術
を
習
得

し
ま
す

□
実
践
コ
ー
ス

期
間

毎
月
I
回

会
場

青
年
セ
ン
タ
ー

対
象
C

コ
ー
ス
修
J
者

内
容

ゲ
ー
ム
の
指
導
法
、

集
会
活
動
の
企
画
法
、
安

全
管
理
な
ど
、
実
際
に
指

導
で
き
る
実
践
力
を
身
に

つ
け
ま
す

申
込
・
問
合
せ
先

木
庁
舎

宇
住
)
・
少
年
育
成
係

昔
(
3
8
8
2
T
1
1
1
　

㈹

届きましたか
あ だ ち 広 報

1 日 号

EXPRESS

4
月
か
ら
登
場
し
た
「
あ
だ

ち
広
報
」
の
新
し
い
仲
間
1
日

号
E
X
P
R
E
S
S

。5
月
号

は
、「
も
う
す
ぐ
2
0
1
0

年
」

と
題
し
て
、
こ
の
ほ
ど
策
定
さ

れ
た
区
の
基
本
構
想
を
特
集
し

て
い
ま
す
。

ま
だ
届
い
て
い
な
い
方
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
宇
住
)

・
広
報
課

昔
(
3
8
8
2
T
I
I
I

㈹
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本 庁舎( 千住) へ の お問い 合 わせ は…

3882- 1111 ㈹
本 庁 舎 以 外 へ の お 問 い 合 わ せ は
そ れ ぞ れ の 電 話 番 号( 緑 色) へ 。

福

祉

ひ
と
り
親
家
庭
に

ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
を
派
遣

ひ
と
り
親
家
庭
の
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
、
あ
る
い
は
、

お
了
さ
ん
が
柯
気
や
ケ
ガ
な
ど

で
、
一
時
的
に
家
事
や
育
児
が

で
忝
な
く
な
っ
た
時
に
、
手
伝

い
を
す
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を

派
遣
し
ま
す
。

対
象

児
童
育
成
手
当
の
受
給

資
格
が
あ
り
、
中
学
生
以
下

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
冢

庭
派
遣
回
数
1

度
の
申
請
に
つ

き
5
回
以
内
(
年
閧
2
0回
ま

で
)

派
遣
時
間

午
前
7
時
か
ら
午

後
7

時
ま
で
の
間
で

、8

時

聞
ま
た
は
4

時
間
を
I

回
と

し
ま
す

申
込
方
法

疾
訶
を
証
明
で
き

る
も
の
(
診
察
券
等
)
と
印
か

ん
を
持
参

班
緊
急
の
場
合
は

、
代
理
人
ま

た
は
電
話
で
も
受
け
付
け
ま

す

。
申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀

住
)
・
児
童
助
成
係

教

育

幼
稚
園
児

(公
認
私
立
)
の

保
護
者
の
方
へ

補
助
金
を
支
給

区
内
に
居
住
し
、
幼
稚
園
等

に
幼
児
を
通
園
さ
せ
て
い
る
保

護
者
に

、
次
の
2

種
類
の
補
助

金
を
支
給
し
て
い
ま
す

。

□
保
護
者
負
担
軽
減
費
補
助
金

月
額
1
万
1

千
円

。た
だ
し

、

入
園
料
お
よ
び
保
育
料
の
額
に

よ
っ
て
調
整
(
減
額
)
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す

。

□
就
園
奨
励
費
補
助
金

表
1

の
と
お
り

。
た
だ
し

、

住
民
税
額
に
よ
り
対
象
に
な
ら

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

。

対
象
区
内
に
平
成
4
年
4
月
　

1
日
以
降
引
き
続
き
居
住
　

し
、3
～
5
歳
(
昭
和
6
1
年
　

4
月
2

日
～
平
成
元
年
4
月

1
日
生
)

の
幼
稚
園
児
の
保

護
者

申
請
方
法

▽
区
内
の
幼
稚
園

に
通
園
・
:
園
か
ら
手
続
き
の

指
示
が
あ
り
ま
す

▽
区
外

の
幼
稚
園
に
通
園
…
直
接
保

護
者
本
人
、
袤
た
は
園
を
通

し
て
申
請

申
込
期
限
5

月
1
3日

寮
申
請
書
類
は
。
幼
稚
園
ま
た

は
学
事
第
二
係
に
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
　

♀
住
)
・
学
事
第
二
係

表1 就圜奨励費補助金 住民税による限度額表

豪世帯構成員中2 人以上に所得がある場合には、所得割額の合計額

生
活
環
境

図
書
館
の

臨
時
休
館

花
畑
図
書
館
は
、
図
書
の
特

別
整
理
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

休
館
期
間
5

月
1
7日
～
2
6日

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
他
の
図
香
館
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
図
書
館

昔
(
3
8
4
0
)
4
6
4
6

押
部
北
公
園

の
休
園

押
部
北
公
園
は
、
工
事
の
た

め
、5
月
下
旬
か
ら
平
成
5
年
2

月
上
旬
ま
で
休
園
し
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

公
園
課

き
(
3
8
8
0
)
5
2
6
1

水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た

次
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
地
域
に

お
住
ま
い
の
方
に
は
、3
年
以

内
に
水
洗
化
工
事
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

水
洗
化
可
能
地
域
お
よ
び
供
用

開
始
年
月
日

表
2
の
と
お
り

問
合
せ
先

下
水
道
局
小
菅
分

室さ
(
5
6
8
0
)
6
3
3
1
　

な
お
、
水
洗
化
工
事
費
の
融

資
あ
っ
せ
ん
制
度
が
あ
り
ま

す
。
事
前
に
申
請
し
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

計
画
調
整
課
助
成
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
2
0
8

も
っ
と
身
近

に
遊
び
場
を

近
年
、
急
速
な
都
市
化
が
進

み
、
身
近
に
あ
っ
た
子
供
た
ち

の
遊
び
場
が
少
な
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

区
で
は
、
公
園
や
児
童
遊
園

の
設
置
に
努
め
る
と
と
も
に
。

「
子
供
の
遊
び
場
」の
設
置
に
対

し
て
助
虞
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
土
地
所
有
者
の
方

の
理
解
の
も
と
に
、
遊
休
地
を

遊
び
場
と
し
て
整
備
閧
放
し
、

地
域
の
方
々
が
管
理
運
営
を
行

い
、
区
が
、
そ
の
費
用
の
一
部

を
桶
助
す
る
も
の
で
す
。

子
供
た
ち
の
健
全
な
遊
び
場

の
拡
充
の
た
め
身
近
な
遊
休
地

の
提
供
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
　

・
青
少
年
課
調
整
係

パートなどの相談

5 月から土曜日は休みます

サーピスセンターゆうQ( 3838) 3586

表2 水洗化可能地域

訂
正
と
お
わ
び

□
4
月
1
5日
号
2
面
、
高

野
土
地
区
画
整
理
事
業
の

本
文
中
、
選
挙
人
名
簿
を
5

月
1
7日
か
ら
縦
覧
す
る

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

正
し
く
は
5
月
了
日
か
ら
5

月
2
0日
ま
で
で
す
。

□
4

月
2
5日
号
4
・
5

面
ご
つ
き
う
き
館
の
案
内

図
中
の
溯
江
第
一
小
は
渕

江
第
二
小
の
誤
り
で
し

た
。

□
グ
ラ
フ
あ
だ
ち
h
2
5の
5

ペ
ー
ジ
「
第
二
次
世
界

大
戦
」
は
、「
日
済
戦
争
」

の
誤
り
で
し
た
。

訂
正
し
て
お
わ
び
い
た

し
ま
す
。A

広
報
課
Y

「北
千
住
駅
西
口
再
開
発
事
業

推
進
事
務
所
」を
開
設

区
で
は

、
一
。生
活
副
都
心

」

を
め
ざ
し
た
北
千
住
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す

。

特
に

、
北
千
佳
駅
西
口
再
開

発
事
業
は

、
区
の
重
点
課
題

で
す
。

そ
こ
で

、
平
成
4

年
4
月

1
日
「
北
千
住
駅
西
口
再
開

発
事
業
推
進
事
務
所
」
が
開

設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

再
開
発
準
備
組
台
、
足
立
市

街
地
開
発
㈱
、
北
村
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
お
よ
び
足
立
区
の

関
係
者
で
協
議
し
て
決
定
し

た
も
の
で
す
。

こ
の
再
開
発
事
業
が
円
滑

に
推
進
さ
れ
る
よ
う
に
、
区

は
積
極
的
に
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

組
歌
は
次
の
と
お
り
。

総

務

課

所

長
↑

評
価
・
補
償
課

事
業
計
画
課

奢
北
千
住
駅
西
口
再
開
発
事

業
推
進
事
務
所

〒
圀
千
住
旭
町
4
2
-
5

a
(
3
8
7
9
)
5
5
7
1
　

F
A
x
(
3
8
7
9
)
5

5
月
1
2日
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

毎
年
5
月
1
2
日
は

、「
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
日

」
で

す
。民

生
・
児
童
委
員
は

、
地

域
社
会
の
中
で

、
生
活
に
困

つ
て
い
る
方

や
、
児
童
、

心
身
障
害
、

老
人
問
題
な

ど
で
悩
み
を

か
か
え
て
い

人
た
ち
の
良

き
相
談
相
手
と
し
て
、
指
導

・
援
助
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
健
康
保
険
等
の
扶

養
の
認
定
に
関
す
る
無
職
の

証
明
や
、
社
会
福
祉
関
係
の

調
査
依
頼
に
つ
い
て
の
証
明

書
(
調
査
書
・
意
見
書
)
の

発
行
、
シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
配

付
な
ど
、
区
や
社
会
福
祉
協

議
会
の
協
力
活
動
も
行
っ
て

い
ま
す
。

民
生
委
員
は
、
社
会
奉
仕

の
精
神
に
富
み
、
社
会
福
祉

に
理
解
と
熱
意
の
あ
る
方
に

対
し
厚
生
大
臣
が
委
嘱
し
て

い
ま
す
。
個
人
の
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
福
祉

の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
気
軽

に
民
生
委
員
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

な
お
、
足

立
区
に
は
4
7
0

人
の
民
生
委

員
が
い
ま

す
。
氏
名
、
担
当
区
域
等
に

つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀
住
)

・
民
生
係

新社会人 のみなさ ん

ディ ズニーランドバス
ツ アー 無料 招待

今
春
、
中
学
校
・
高
等
学

校
を
卒
業
し
、
区
内
の
会
社

や
商
店
に
就
職
さ
れ
た
皆
さ

ん
を
対
象
に
コ
ヱ
イ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
バ
ス
ツ
ア
ー
」
を
行

い
ま
す
。

こ
れ
は
、
新
し
く
社
会
に

巣
立
っ
た
皆
さ
ん
を
励
穿
T

た
め
「
新
社
会
人
激
励
の
集

い
」
と
し
て
嬲
足
立
区
動
労

福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が

主
催
す
る
も
の
で
す
。

新
社
会
人
の
皆
さ
ん
、
職

場
で
の
緊
張
や
不
安
を
離
れ

こ
の
へ
ん
で
ゆ
っ
く
り
一
日

を
楽
し
み
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

さ
れ
て
は
い
か
が
で
す
か

。
日
時
6

月
9

日
(
火
)
、
午

前
8

時
3
0分

動
労
福
祉

会
館
集
合

行
先

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

(
パ
ス
ポ
ー
ト
券
付
)

へ

往
呎
(
ス
で
送
迎

募
集
人
数

刈
人
(

申
し
込

み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

と
な
n
ま

す
)

申
込
方
法

各
事
業
所
の
推

せ
ん
に
よ
る
(

推
せ
ん
書

は

、
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
)

申
込
期
限
5

月
1
2
日

申
込
・
問
合
せ
先

サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
ゆ
う

昔
(
3
8
3
8
)
3
5
8
o

水
と
緑
の
写
真
コ
ン

ク

ー

ル

作

品

募

集

暮
ら
し
に
や
す
ら
ぎ
な
つ

る
お
い
を
も
た
ら
す
水
や
緑

の
大
切
さ
を
訴
え
る
写
真
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格

区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
で
ア
マ
チ
ュ
ア

の
方

応
募
規
格

▽
1
年
以
内
に

区
内
で
撮
影
し
た
自
作
未

発
表
作
品

▽
カ
ラ
ー
プ

リ
ン
ト
四
つ
切
り
サ
イ
ズ

に
限
り
ま
す

※
作
品
は
原
則
と
し
て
返
却

し
ま
せ
ん

。ま
た
、入
賞
作
品

は
ネ
ガ
を
い
た
だ
き
ま
す

。

応
募
要
領

「
応
募
票

」に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え

、

作
品
の
裏
に
は
り
付
け
て

直
接
持
参
ま
た
は
郵
送

※
応
募
票
は
区
の
主
な
施
設

と
応
募
先
に
あ
り
ま
す
。

応
募
先

水
と
緑
の
公
社

、

ま
た
は
区
内
写
真
材
料
商

業
協
同
組
合
加
盟
写
真
店

表
彰

推
せ
ん
I
点

特
選

3
点

入
選
1
0点

佳
作

2
0点

※
応
募
者
全
員
に
記
念
品
を

進
呈
し
ま
す
。

応
募
期
限
H

月
3
0日

問
合
せ
先

水
と
緑
の
公
社

〒
1
2
0綾瀬
2
-
3
0
1
6

昔
(
3
8
3
8
)
8
1
2
6

交
通
災
害
共
済
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

交
通
災
害
共
済
は
、2
3区

で
共
同
運
営
す
る
共
済
制
度

で
す
。こ
の
制
度
は
年
齢
制

限
が
な
く
、
い
つ
で
も
加
入

で
き
ま
す
。

対
象
2
3
区
内
に
住
所
の
あ

る
方
(
外
国
人
も
加
入
で

き
ま
す
)

掛
金
1

年
間
5
0
0円
・
千
円

・
2

千
円
の
3

コ
ー
ス

対
象
と
な
る
事
故

自
動

申
、
自
転
車
、
電
車
、
航

空
機

、
船
舶
な
ど
の
交
通

機
関
に
よ
る
人
身
事
故

(外
国
で
の
事
故
も
含
む
)

見
舞
金
1

万
円
か
ら
瞋
万

円
(
け
が
の
程
度
に
応
じ

ま
す
)

申
込
先

区
内
の
銀
行

信

用
金
壅
、
信
用
變
-
、
本

庁
舎
♀
住
)
・
特
別
区
交

通
災
害
共
済
窓
口
(
郵
便

局
で
は
取
り
扱
っ
て
い
ま

せ
ん
)

問
合
せ
先

本
庁
舎
宇
佐
)
　

・
特
別
区
交
通
災
害
共
済

窓
口
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年

金

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

第
3
号
手
続
き

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
で
、
厚

生
年
金
な
ど
に
加
入
し
て
い
る

夫
の
扶
養
と
な
っ
て
い
る
2
0歳

以
上
6
0歳
禾
禹
の
方
は
。
手
続

き
聚
T
る
こ
と
で
国
民
年
金
第
3

号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

区
役
所
に
あ
る
届
け
書
に
、

夫
の
勤
め
先
で
証
明
を
受
け
、

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

夫
が
国
民
年
金
を
や
め
て
厚

生
年
金
な
ど
に
加
入
し
た
時
は

も
ち
ろ
ん
、
夫
が
転
職
し
た
時

に
も
、
あ
ら
た
め
て
届
け
出
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

第
3
号
被
保
険
者
の
保
険
料

は
。
夫
が
加
入
し
て
い
る
年
金

制
度
全
体
で
負
担
す
る
し
く
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。
夫
の
保
険

料
が
増
え
る
こ
と
も
、
自
分
で

納
め
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

国
民
年
金
課
適
用
係

`
‘
(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

6
0歳
説
明
会

年
金
制
度
の
し
く
み
と
受
給

手
続
き
に
つ
い
て

、6
0
歳
を
迎

え
た
方
を
対
象
に

、
説
明
会
を

行
い
ま
す

。

日
時
5
月
9
1
一
日
(
木
)
、午
前
　

1
0
時
と
午
後
2
時
の
2
回

場
所
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
。レ
　

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

対
象
昭
和
7
年
6
月
2
日
～
　

7
月
1

日
生
ま
れ
の
方

※
対
象
者
に
は

、
別
に
通
知
し

ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
適
用
係

゛
(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

健

康

痴
呆
の
お
年
寄
り

の
こ
と
で

お
困
り
の
方
へ

ど
こ
へ
相
談
し
た
ら
よ
い
か

わ
か
ら
ず
に
、
家
族
だ
け
で
悩

ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
専
門
医
に

よ
る
個
別
相
談
日
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
保
健
婦
に
よ
る
相
談

は
、
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

専
門
相
駁
日

毎
月
第
1
金
曜

日
、
午
後
1
時
3
0分
～
(
予

約
制
で
す
)

場
所

足
立
保
健
所

※
同
日
に
、
家
族
会
も
行
っ
て

い
ま
す
。

問
合
せ
先

足
立
保
健
所

昔
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

ご
協
力
く
だ
さ
い

5
月
の
献
血

愛
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
日
程
は
表
3
の
と
お
り
で

す
。

受
付
時
間
い
ず
れ
も
午
前
1
0
　

時
～
午
後
3
時
3
0
分
(
昼
食
　

・
休
憩
時
間
を
除
く
)

問
合
せ
先

葛
飾
赤
士
子
血
液

セ
ン
タ
ー

昔
(
5
6
8
2
)
　
2
8
0
1

、本
庁
舎
(
千
住
)
　

・
保
健
予
防
係

表3　5 月の献血予定表

集
団
給
食
施
設

技
術
者
講
演
会

日
時
・
内
容

表
4
の
と
お
り

場
所

千
住
保
健
所

対
象

事
業
所
、
病
院
、学
校
、

寄
宿
舎
、
児
童
・
社
会
福
祉

施
設
な
ど
の
給
食
管
理
者
、

栄
養
士
、
調
理
師
、
そ
の
他

調
理
作
業
の
関
係
者
、
在
宅

栄
黄
士
な
ど

定
員
6
0
人

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
期
限
5

月
2
0日

申
込
・
問
合
せ
先

千
住
保
健

所登
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

表4　 集 団 給 食 施 設 技 術 者 講 演 会 内 容-

豪時間はいずれも午後1時30分～330: 分。

みんなの健康
足 立 保 健 所 　3855- 4151
千 住 保 健 所 　3888- 4277
江 北 保 健 相 談 所 　3896- 4004
東 和 保 健 相 談 所 　3606- 4171
中 央 本 町 保 健 相 談 所 　3880- 5351
本庁舎( 千住)・保健予防係　3882- 1111 ㈹

募

集

非
常
勤
職
員

(区
立
保
育
園

業
務
補
佐
員
)

採
用
日

平
成
4
年
7
月
1
日

募
集
人
数

約
1
2
0人

応
募
資
格

乳
幼
児
の
保
育
に

熱
意
が
あ
り
、
次
の
匐
務
内

容
に
適
す
る
健
康
な
女
性

(
1
8歳
以
上
6
5歳
ま
で
)

勤
務
内
容

保
育
、給
食
調
理
、

用
務
等
保
育
園
業
務
一
般

勤
務
条
件

原
則
と
し
て
、
週

4
日
、1
日
6
時
間

雇
用
期
間

原
則
1
年
間
。
た

だ
し
、
必
要
に
応
じ
更
新
可

貫
金
等

月
額
1
2万
2
千
円
、

交
通
費
支
給
、
年
次
休
暇
有

応
募
方
法

履
歴
書
(
写
真
貼

付
)
1
通
を
5
月
末
日
ま
で

に
保
育
課
ま
た
は
近
く
の
保

育
園
に
提
出
(
郵
送
可
)

応
募
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

(千
住
)
・
保
育
第
一
係

初夏の施設見学会

花しょうぶが
見 ご ろ で す

日
時
6
月
H
・
1
2
日
、い
　

ず
れ
も
午
前
9
時
3
0
分
～
　

午
後
4
時
ご
ろ

見
学
施
般

西
部
障
害
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー
、
ス
イ
ム

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
う
き

う
き
館
、
老
人
会
館
、
し

ょ
う
ぷ
沼
公
園

対
象

区
内
在
住
の
、1
8歳

以
上
の
健
康
な
方

定
員

各
日
と
も
3
0人
(
6
　

募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
)

S
用

無
料
(

昼
食
は
各
自

持
参
)

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に

住
所

、
氏
名

、
年
齢

、
電

話
番
号
、
見
学
希
望
日
お

よ
び
「
施
設
見
学
会
希
望

」

と
明
記
(
住
復
(

ガ
キ
ー

枚
に
つ
き
人
)

申
込
期
限
5

月
2
0日
消
印

有
効

申
込
・
問
合
せ
先

杰
7

舎

♀

住
)

・
広
報
課

〒
1
2
0千
住
1
-
4
-
1
8
　

昔
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1
　

㈹

掲示
板

□
子
ど
も
の
悩
み
ご
と
相
談
　

「子
ど
も
の
日
記
念
特
別
相

談
1
中
退
問
題
一
一
〇
番
」

日
時
5
月
1
6
日
(
土
)
、午
　

前
1
0
時
～
午
後
4
時

相
談
内
容

中
退
問
題
に
限

ら
ず

、
子
供
の
悩
み
ご
と

全
般
。相
談
は
面
接

、電
話

ど
ち
ら
で
も
受
け
ま
す

費
用

無
料

面
接
・
電
晒
相
談

第
二
東

京
弁
護
士
会

千
代
田
区

霞
ヶ
関
l
j
1
1
4

`
l
(
3
5
8
1
)
1
8
8
5

□
「
さ
の

」
調
理
員
募
集

対
象
4
0

歳
ま
で
の
明
る
く

健
康
な
男
性

給
与
等

東
京
都
職
員
に
準

じ
ま
す

勤
務
時
間

日
動
・
早
出
・

遅
出
等

問
合
せ
先

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
さ
の

S
(
5
6
8
2
)
0
8
7

□
税
務
署
は
毎
週
土
曜
日
が

休
み
に
な
り
ま
し
た

平
成
4
年
5
月
か
ら
、
原

則
と
し
て
国
の
行
政
機
関
は

毎
週
土
曜
日
が
休
み
に
な
り

ま
し
た
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

税
金
の
相
談

タ
ッ
ク
ス
ア

ン
サ
ー
(
税
金
の
質
問
に

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
答
え
る

シ
ス
テ
ム
)
は
。
年
中
無

休
(
午
前
6
時
～
午
前
0
　

時
)
で
利
用
で
孝
尽
歹

問
合
せ
先

足
立
税
務
署
　
S
(
5
6
1
6
)
2
7
2
2

西
新
井
税
務
署

霓
3
8
4
0
T
I
I

・
淵
江
高
校
周
辺
の
昔
の
写

真
募
集

創
立
2
0周
年
に
ち
な
ん
で

写
真
を
集
め
て
い
ま
す
。
保

木
間
・
花
畑
周
辺
で
1
0年
以

上
前
の
写
真
を
お
寄
せ
ぐ
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

都
立
淵
江
高
校

石
林
ま
た
は
教
頭

さ
(
3
8
8
5
)
6
9
7
1

□
短
期
講
習

「
第
三
種
一

気

主
任
技
術
者
」
科
の
受
講
生

募
集

日
時
6

月
2

日
～
7

月
2
1
　

日
(
全
1
5回
)

午
後
6

時

～
9

時
1
0
分

対
象

第
三
種
電
気
主
任
技

術
者
の
受
験
準
備
を
し
て

い
る
在
職
者

定
員
4
5

人
(

先
着
順
)

費
用
4

千
溺
円

申
込
受
付
日
時
5
月
6
日
　
～

1
3
日
、初
日
の
み
午
後
　

6
時
～
7
時
、2
日
目
以
　

降
は
午
前
9
時
～
午
後
7
　

時
場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先
　

都
立
足
立
高
等
職
業
技
術

専
門
校

さ
(
3
6
0
5
)
6
1
4
8

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で
、1
団

体
1
事
業
、3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
第
7
回
小
さ
な
ゴ
ミ
仲
間

学
習
会
「環
境
か
ら
人
権
を

考
え
る
」5
月
2
2
日
(
金
)
、

午
後
7
時
～
9
時
/
エ
ル
ー

ソ
フ
ィ
ア
/

講
師

柳
田
耕

一
氏
/

梨
本

き
(
3
8
7
9
)
5
4
6
1

=募
集
=

☆
江
北
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル

毎

週
木
躍
日
、
午
後
7
時
3
0分
1
8

時
3
0分
/
上
沼
田
町
民

会
館
/
入
会
金
2
千
円
、
月

額
3
千
円
/
檀
上

き
(
3
8
9
6
)
8
2
0
9

☆
む
ら
さ
き
会
(
日
本
舞
踊
)

毎
週
水
躍
日
、
午
後
1
時

～
/
東
和
セ
ン
タ
ー
/
月
額

3
千
沺
円
/
阿
久
津
昔
　

(
3
6
0
5
)
7
2
9
4

☆
(
ピ
ネ
ス
(
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
)
毎
週
木
躍
日
、午
後

7
時
～
8
時
3
0
分
/
伊
興
セ

ン
タ
ー
/
月
額
3
千
円
/
杉

村

昔
(
3
8
9
7
)
3
5
5

☆
E
・
E
・
E
英
会
晒

毎

週
金
曜
日
、
午
後
7
時
I
9

時
/
動
労
福
祉
会
館
/
入
会

金
千
円
、
受
講
料
I
回
2
時

間
2
千
円
/
池
上

昔
(
3
8
8
1
)
3
5
3
0

☆
ジ
ャ
ズ
ーリ
ズ
ム
ダ
ン
ス

毎
週
木
躍
日
、
午
前
1
0時

～
1
1
時
3
0
分
、ま
た
は
午
後

7
時
～
8
時
3
0分
/
太
陽
信

用
金
庫
千
住
支
店
ほ
か
/
入

会
金
2
千
円
、I
回
聊
円
/

中
村

さ
(
3
8
8
8
)
6
7
2
7
(

午
後
6
時
以
降
)

☆
エ
ミ
ー
ナ
2
5
(健
康
体
操
)
　

毎
週
土
躍
日
、
午
前
1
0時

～
H
時
3
0分
/
中
央
本
町
セ

ン
タ
ー
/
入
会
金
千
円
、
月

額
千
5
0
0円/
遠
藤

き
(
3
8
4
8
)
3
2
5
4
(

午
後
7

時
以
降
)

☆
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

海
外
研
修
生
(
主
に
欧
米

・
ア
ジ
ア
の
2
0～
2
5歳
の
学

生
)
の
お
世
話
を
し
て
い
た

だ
け
る
方
/
ア
イ
セ
ッ
ク
(

国
際
経
済
商
学
学
生
協
会
)

日
本
委
員
会
事
務
所

さ

(
3
4
4
4
)
3
1
1
0
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あだち区民大学( 文化・芸術コース)

美 に つい て 考 え る
西洋美術史に 見る「美人論」

人
々
の
心
を
魅
了
す
る
ヴ
ィ

ー
ナ
ス
像
や
ル
ノ
ア
ー
ル
の
絵

こ
れ
ら
の
美
し
さ
は
、
作

成
さ
れ
た
時
代
や
作
者
の
「
美

意
識
」
に
よ
り
人
き
く
異
な
り

ま
す
。

今
回
は
、
西
洋
美
術
史
に
お

け
る
'

美
人
像
一
に
ス
ポ
ッ
ト

を
あ
て
、
。一

意
致
」の
変
遷
と
。

『
美
』
と
は
阿
か
に
つ
い
て
楽

し
く
ア
プ
ロ
ー
チ
し
ま
す
。

日
程
・
内
容

も
表
の
と
お
り

場
所

青
年
セ
ン
タ
ー

対
象

ぼ
内
在
庄
・
在
動
・
在

学
で
、
全
回
出
席
可
能
な
方

定
員
8
0
人
(
抽
選
)

費
用

教
材
贄
等
は
実
費
負
担

申
込
方
法

往
複
「
ガ
キ
に
庄

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
岳

号
、茜
洋
美
術
史
」希
望
と

明
記

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
リ

与
へ化
振
興
係
　

さ
(
3
8
8
2
T
I
I
I

㈹

あ だち 区民 大 学( 文 化 ・芸 術コ ース) 日 程 表

事語週金曜日。午後6時45分～8時45分。

6
月
の
い
ち
日
を

バ
ス
で
区
内め
ぐ
り

観 光 協 会主 催

日
時
6

月
1
0日
余
)
、午
前

8
時
4
0分
、本
庁
舎
♀
住
)

前
集
合

主
な
見
学
先
(
j
定
)

し
ょ

う
ぶ
沼
公
園
、
葛
西
用
水
親

水
水
路
、
ス
イ
ム
ス
ホ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
う
き
う
き
館

定
員
4
0
人
(
抽
選
)

参
加
費
T
観
光
協
会
会
昌
…
　

f
5
0
0
円
[
非
会
同
…
2
千
　

円
(
い
ず
れ
も
昼
食
付
。
当

日
現
地
支
払
い
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
申

込
者
全
貝
の
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
畛
、
会
貝
・

非
会
員
の
別
、{
6月
の
施
設

め
ぐ
り
希
望
}
と
明
記

※
1
咬
4
人
ま
で
応
募
で
き
ま

す
。
重
複
(
ガ
キ
は
無
効
。

申
込
期
限
5

月
1
4日
消
印
有

効
申
込
・
問
合
せ
先

観
光
協
会

甼
務
吩

〒
1
2
0中央
本
町
-
　

1
7
i
、
中
央
本
町
庁
舎

・
産
業
振
興
課
内

さ
(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

お よ そ40 種の し ょ う ぶが
見ら れ る し ょう ぶ沼 公 園

世 帯 と 人 口( 4 年4 月1 日 現 在)
世 帯　252, 275
人 口　644, 618 人

男　　327, 635 人
女　　316, 983 人

情 報 コ ー ナ ー

青 年 セ ン タ ー に集 ま れ!
□ 青 年 ボラ ンテ ィア体 験 講 座F 特 別
費護 老 人 ホ ーム での 体 験 」

高 齢 化 社会 を 迎え 、 ま す ま す重 要
に な っ て い る特 別 養護 老 人ホ ー ムで
のボ ラ ン テ ィア体 験で す 。
日時5月24日( 日) 、午前10時～午　

後4 時
研 修場 所 ゆう あ いら んど さ の
対 象 高 校 生 から30 歳 まで の 方
定 員20 人( 先着 順)
費 用 無 料
申 込 二方法 電 話
□ ア ジ ア料 理 体験 イ ベ ン トス タ ッフ
を 募 集

青 年 セン タ ーの 国 際 交 流グ ループ
「テ ラ ネ ット 」で は 、6 月に 行 う ア
ジ ア 料 理体 験 イベ ン ト の スタ ッフを
募 集し てい ます 。
打ち合わせ日時5月7・19日、午　

後7時～9時
対象 青 年男 女
内容6 月28日 の イベ ント 企岡 運 営
定員10 人( 先 着 順)
申 込方 法 電 話
□ 子育 て 講 演会 「子ど も の 成 畏と 親

の役 割J

日時5月13日〔水〕、午前10時～正午
定 員80 人
費 用 無 料
申 込力 法 当 日 直接 会 場 へ
※ 参 加す る力 のお 子 さ ん の保 育を し
ま す。 ご 相 談く だ さ い 。
□ 手づ く り 子育 て 教 室 「第1 回手 づ
く りお や つ 」
日時5月2日( 木) 、午前10時～1E　

午
定員20 人
費用 材 料 費100円
申 込 方 法 仕 復 ハ ガ キ に住 所、氏 名、

電 話 番 号。 お 子 さ ん の保 育希 望 の
場 合 はお 子 さ ん の 名前 と 年齢 を明
記

申 込 期 限5 月H 日必 着
□ 親 子 遊び の グ ル ープ 、 メ ンバ ー募

集
活動日程火・木・金・土曜日の別　

で、月1～2回
対象2～4歳児とお母さん

ー い ず れ もー 一
場 所・申 込・問合 せ先 青年 センタ ー

〒123 西 新#1- 4- 17
H3890 ―0061

東京足立少年少女合 唱団

第24期 生 団員募集
歌 うこ と が 大好 き で 、 熱c にヽ 練

習 で き る 人な らど な た で も入 団 で
き ま す。 素 敵 な仲 間 と の 出会 い が
あり ま す。 そ の中 で 、 き っと 何 か
が 見 つ かる は ずで す 。
応募資格[ >ジュニアクラス‥ ・小　

学2～x1年生男女Dシニアク　
ラ ス … 小 学5 ・6 年 生男 女、 中
学1 年生 女 子

希 望 者 面接5 月10 日( 日) 、午 前
I c貰時、溯江 小 学 校 音楽 室( 練 習 所)

指 導 者 薬 師 神武 夫
費用 〔月 額〕( > ジ ュニ ア クラ ス

… 1000 円 し>シ ニ ア ク ラ ス
… 2500 円E> そ の 他制 服 代

申 込 方 法 申 込 用 紙 に 記 入 の う
え 、 面接 日に 保 護者 同 伴で お い
で く ださ い 。 用紙 は 、 文 化振 興
係 ・ 区 内小 中 学 校・ 公 社各 セン
タ ー にあ り ま す

問 合 せ 先 合唱 団 事務 局 ・ 薬師 神
a3852- 3232C 夜 間) 。 本 庁 舎
( 千 住) ・文 化 振 興係

S3882l l l l ( f り

消費 者通信 大学/ 受講生募集

暮ら しっく ス クール
自 宅 で 学 習で き 、 提出 し たレ ポ

ート を 専 門の 先 生 が添 削 指 導を す
る 通 信 制 の 「暮 ら し っ く ス ク ー
ルム こ の講 座 は 、日 々の 生 活を さ
ま ざ ま な 方 面か ら 見つ め 直し 、真
に 豊 か な 生 活は 何 かを 考 え ま す。

時 間 の ゆる す 方 は、 ス ク ーリ ン
グ に もご 参 加く ださ い 。
科 目 ・ ス ク ーリ ン グ日 程 士。表の

とお り
場 所 消 費者 セ ンタ ー
募 集 人 数100 人( 先 着 順)
費 用 無 料
申 込 方 法 電 話
申 込 ・ 問 合せ 先 消費 者 セ ンタ ー

3880 ―5385

暮ら し つく スク ー ル日 程 表

● スクーリングは、いずnも金● 日、午後6蒭3ひ分～8跼30分。

ア フ タ ヌー ン
コ ン サ ー ト

今年 も アフ タ ヌ ーン コ ン サ ート の
季節 と なり まし た。お 昼の ひ と とき 、
区 役 所 の庁 舎 を 利 用し た 、 地域 の ふ
れ 合い ミニ ・ コン サート で す。

音 楽を 愛 す る区 民 の 合 唱グ ループ
が、5 月の 呎 の よう に さ わや かな 歌
声を お 届け し ま す。 思 わ ず 囗ず さ ん
でし ま いそ う な 、な つ かし い 曲 、お
なじ み の曲 な ど 、 バラ エ テ ィ ーに 笊
ん だ 内 容を お 楽し み く だ さい 。 みな
さ ん のお こ し をお 待 ちし てい ます。
日 時5 月M 日( 木) 、 午 後12時30 分

カヽ ら2C杪丿間
場 所 本庁 舎( 千 佳) 玄関 前

出 演 団 体) 第1 部・・・マ ミ ーコ ー ラ
ス ・ ボ ナE) 第2 部 … ロ ート スブ
ルー メ

演 奏 曲 目> 第1 部・・・水 の オル ゴ ー
ル 、夏 の思 い 出 、野 菜 サラ ダ 物 語
( ' )偈2 部‥ ・浜辺 の 歌 、菩 提 樹、て ん
と う虫 の サン バ

問 合 せ先 本 庁 舎( 千 住) ・ 文 化振
興 係113882- 111 ㈹

お 昼 の ひ と と き 、
さ わ や か な 歌 声 を

㎜ 〃-

消費者講座　食卓 の不安
豊 か さに 慣 れき った 私 たち の

食生 活 。そ の 安 全性 は どう な の
で し ょう か。 あな た の 食 卓に 関
する 不 安に 答 え ま す。
日 時 ・ 内 容 右 表の と おり
定 員70 人( 先 肴 順)
費用 無 料
申 込 方 法 電 話
場 所 ・申 込・ 問 合 せ先 消 費者

セ ンタ ーa3880 ―5385

消費 者 講 座日 程 表

● いずt l も時間は午前10時～正午。

女と 男のフリ ースペース
家 庭 科 男 女 共 修 と

市 川 房 枝
今 年 は、 市 川 房枝 生 誕 川年 に あ

た り ま す。女性 の 社 会参 画 に向 け 、
数多 く の運 動 を 展開 し 。 実 績を 残
し た 市 川 房枝 さ ん。 今回 のフ リ ー
スペ ー ス では 、 そ の実 績 の中 で も
「家 庭 科男 女 共 修 の実 現 」 にス ポ
ット を あ て ます 。10a年 の 軌 跡を た
ど ると とも に 、 こ の問 題 の これ か
ら を 考 え ます 。
日時5月21日( 木) 、午後6時30　

分～8時3c} 分
ゲ ス ト 和田 典 子 氏( 家 庭 科の 男

女 共修 を すす め る 会 世話 人)
費 用 無 料
申 込 方法 電 話
場 所・ 申 込 ・問 合 せ 先 女性 総 合

セン タ ー03880 ―5222

パ ンフ レッ ト

「21世 紀への出発
足 立区新庁舎の 建設」

が で き まし た

区 役 所の 庁 舎 は。 平 成8 年2 月
を 目 唳 に中 央 本町 一 丁目17 番( 現
在 の 中 央 本 町 庁 舎 の 位 置) に 増
設、 統 合し ま す 。

庁 舎 が 分離し てい る 不 便 の解 消
や 新し い時 代 の 要 誚に こ た えた 、
事 務の 近 代化 に よ る サ ービ ス向 上
を 図 り ま す。

区 民 が 利用 し や すく 、 人 にや さ
し い 設 計 で 建設 さ れ る庁 舎 。詳 し
く はこ の パン フ レ ット を ご 覧く だ
さ い。 区 役所 や 最 寄り の 区 民事 務
所 の窓 口 で 配 布し て い ます 。
問 合 せ先 本庁 舎( 千 庄) ・ 庁 舎建

設 室U3882- 1111 ㈹

5 月 の安売りデー
青 果物5 月20日( 水) … 黄 緑の ノ

ボリ の あ るお 店
魚5 月15日( 金) ・‥ 青い ノ ボリ の

あ るお 店
主 催 ▽ 東京 都 青 果物 商 業 協同 組 合

午 住 ・ 西新 井 ・綾 瀬 支 部 じ>関 東
水 産 物 商業 協同 組 合 西 新井 ・ 千
住 支 部

後援 足 立区RECYCLE PAPER
―森 林資源を 大切に―

A. Ta. 240. 000


